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研究成果の概要（和文）：古代インドのサンスクリット大叙事詩『マハーバーラタ』の比較文学

的研究、特に、日本古典文学に流れ込んだ『マハーバーラタ』説話の原典との比較研究、日本

神話研究への『マハーバーラタ』神話研究の方法的応用の模索、そして、より規模の大きな比

較研究をめざしての『マハーバーラタ』説話それ自体の研究を行なった。また、続行し暫時行

なう予定である。 
 
研究成果の概要（英文）：A comparative study of the Indian Sanskrit epic Mahabharata, 
consisting of three parts, has been carried on:  1) examination of its influences on some of 
the works of Japanese classical literature, 2) investigation of methodological application on 
study of Japanese myths, and 3) research into narratives from Mahabarata for success of 
the future larger comparative study of the epic.  
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２００８年度 1,200,000 360,000 1,560,000 
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１．研究開始当初の背景 
 もと日本古典文学（特に説話文学）を学ん
だ申請者が、インド学・インド哲学・仏教学
の言語（サンスクリット、パーリ語）とイン
ド学・インド哲学・仏教学の研究成果を学び
つつ、インド・サンスクリット説話との新た
な比較文学研究の一面を開こうと考えた。 
 
２．研究の目的 
 古代インド文学の宝庫であり、カタログ的

存在であるサンスクリット叙事詩『マハーバ
ーラタ』から日本古典文学に流れ込んだ作品
群・説話群が存在する。それらを『マハーバ
ーラタ』の原典説話や関係の説話と比較する
ことにより、それらの原型と展開、思想的・
文学的系譜、日本的変容や特徴を明らかにす
ることである。 
 また、『マハーバーラタ』神話研究の方法
を日本神話研究の方法に応用することので
きる事例を発見し、研究することである。 
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３．研究の方法 
 日本文学に流れ込んだ『マハーバーラタ』
説話を中心とするインド古代文学を再検討
する。また、インド神話研究の方法を日本神
話の比較神話学的方法へ応用する。そして、
将来的により規模の大きな比較研究へと展
開することを考えて、『マハーバーラタ』説
話そのものの研究をも平行して行なう。 
 
４．研究成果 

 研究成果としては、下記の⑴、⑵に分けて

報告することができる。 

⑴ 来たる 2014 年度 11 月末を期限として、

今回の科学研究費補助金の期間、及びその準

備期間であった前年 1 年分の研究成果、『マ

ハーバーラタ』の研究を博士論文としてまと

め、提出する予定である（諸般の事情により

遅れていた）。今回の科学研究費補助金によ

る研究成果はその中に含まれている（特に第

12 章を中心として）。 

 この博士論文は、『マハーバーラタ』の説

話数話の比較文学的研究である。その研究の

主たるものは、今回の科学研究費補助金を受

けた５年分とその前年 1 年分の論文の改稿、

及び、総論、及び、追加の 2〜３章から成る

予定である。仮の目次によって内容の概要を

示せば、次の通りである。 

序章 

第 1 章 『マハーバーラタ』第 13 巻第１

章の説話「蛇に噛まれて死んだ子どもを

めぐる対話」の考察 

第 2 章 『マハーバーラタ』第 13 巻第 1

章の説話「蛇に噛まれて死んだ子どもを

めぐる対話」の思想的考察–−運命と行為

−− 

第 3 章 『マハーバーラタ』第 13 巻第 5

章の説話「鸚鵡とインドラの対話」の考

察 

第 4 章 「『マハーバーラタ』第 13 巻第

50 章・第 51 章の説話「チャヴァナ仙と

魚たち」の考察 

第 5 章 「『マハーバーラタ』第 13 巻第

93 章と第 94 章の説話「七仙人の名乗り

と真実の誓い」の考察 

第 6 章 『マハーバーラタ』第 13 巻第

102 章の説話「ガウタマ仙とインドラの

対話」の考察 

第７章 「蛇に噛まれて死んだ子どもを

めぐる対話」：『マハーバーラタ』第 13 巻

第 1 章の説話・和訳研究 

第８章 「鸚鵡とインドラの対話」：『マ

ハーバーラタ』第 13 巻第 5 章の説話・和

訳研究 

第９章 「チャヴァナ仙と魚たち」：『マ

ハーバーラタ』第 13 巻第 50 章と第 51

章の説話・和訳研究 

第 10 章 「七仙人の名乗りと真実の誓

い」：「『マハーバーラタ』第 13 巻第 93 章

と第 94 章の説話・和訳研究 

第 11 章 「ガウタマ仙とインドラの対

話」：『マハーバーラタ』第 13 巻第 102 章

の説話・和訳研究 

第 12 章 日本古典文学に流れ込んだ『マ

ハーバーラタ』説話の比較研究 

 この博士論文、『マハーバーラタ』の比較

文学的研究を、今回の科学研究費補助金の研

究課題の成果報告を兼ねて作成する。 

終章 

  

 ⑵ 上記⑴の博士論文に加えて、現在準備

中であり、近い将来の研究発表・論文公刊を

進めている研究がある。日本の『古事記』『日

本書紀』に収められている「海幸・山幸神話

」についての『マハーバーラタ』神話研究か

らの応用研究である。『マハーバーラタ』の「

善玉」主人公たち（＝パーンダヴァ）と「悪

玉」たち（＝カウラヴァ）とは本来善悪の立

場が逆であった、とされる。もともと「悪玉

」側の伝承であった戦いの物語が、彼らが敗

者になることによって、勝者の「善玉」主人

公側に奪取され、その結果、善悪の立場が転

倒し、正義・不正義のすり替えがなされ、結

果として様々な不整合が生じている、という



 

 

見方である。これとよく似た現象は、例えば

、日本の「海幸・山幸神話」にも起こってい

ることが推論される。本来「海幸」側（＝日

向隼人族）の物語であった神話伝承が、彼ら

の敗北・服属によって「山幸」側（＝大和朝

廷）のものとなり、勝者に善玉・主人公役を

奪われ、悪玉役を押し付けられる・・・とい

ったことである（このような現象はおそらく

世界中の神話・説話・叙事詩に存在している

と推測される）。 

・・・・・・・・・・・・・ 

 今回の科学研究費補助金による研究は『マ

ハーバーラタ』そのものの神話・説話の研究

と同時に並行して行なった。今後は『マハー

バーラタ』そのものの神話・説話の研究（比

較研究）を主体として行なう方向へと転じて

ゆく予定である。そうすることによって、よ

り規模の大きな叙事詩『マハーバーラタ』の

比較研究となってゆくことをめざしている。 
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